
中期取組
目標

振り返り

・本年度より、学校運営協議会が小学校と合同で開催されるようになり、また、児童生徒交流会も対面で再開され、
児童生徒の交流も教職員の交流も一歩進んだ。より一層の充実が望まれるので、日常的な情報の交換を行ってい
く。
・新学習指導要領の施行２年目であった本年は、各教科の授業で身につけるべき資質能力が見えてきた。より一層
指導と評価の一体化を推し進めたい。

中期取組
目標

振り返り

・小中合同の学校運営協議会も2年目となり、委員の皆様の意見交換や学校に対する忌憚のないご助言も活発化さ
れ、学校運営に生かしていくことができた。特に、その御意見により教職員が自校の教育活動の取組に対する振り
返りをより深めることができた。
・学校行事がコロナ禍前に戻ったことによる生徒の伸びやかな成長が感じられる一年であった。学習の取り組みむ含
め、より一層ICTを活用し、生徒の資質能力の向上を図りたい。

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

〇今年度から小中合同で運営協議会を行い、地域の学校の様子を知れたことや情報を共有をできたことが非常によ
かった。
・地域と学校の共通の課題として、コロナ後の活動のどのように再開していくのか、近年の家庭環境の変化等もあ
り、コロナによる制限があったことで本当に必要な活動なのか考える時間があった。
・地域ボランティア活動への参加等は今後の検討課題となる。
〇姉妹校との交流が再開されたことは、この国際社会において意義深い。

学校関係者
評価

〇学校活動が正常に戻ったことで、各事業においての見直し、再評価等が活発に行われた。
・重点取組の授業改善、人権教育、地域連携・学校運営協議会、いじめへの対応の分野では、活動の意義やそれぞ
れの学校評価での評価項目を再検討といったコロナ後の学校の変革とそれに対応する評価に関する指摘があった
ことで、活動の意義を見直すことができた。
・健康教育に関しては、学校の取組を高く評価していただいた。

学校関係者
評価

ブロック内
評価後の
気付き

〇今年度は小中での児童生徒交流、授業交流、授業研究会の全てを行うことができた。
・児童生徒交流では、６年生が授業や部活動を見学する中で、生徒や中学校の先生との関係を築くことができた。
・中学校教員が小学校の授業参観に参加することで、児童の様子や保護者との関係を築くことができた。
・研究授業の研究会では、９年間で育てたい子ども像を共有し、コロナ感染症前後で変わった取組等の見直しを行
い、情報を共有することができた。

ブロック内
評価後の
気付き

〇小中での児童生徒交流、授業交流、授業研究会、学校運営協議会通してお互いの理解を深めることができた。
・児童生徒交流、中学校職員による小学校授業参観を通して、職員や生徒関係づくりをすることで、中一ギャップ防
止に努めた。
・授業研究会を通して、小中の意見交換を行い、９年間を見据えた児童・生徒像を共有することができた。
・小中合同で学校運営協議会を行うことで、地域での学校の役割を再度認識した。

ブロック内
評価後の
気付き

①校務分掌の長に多くの人材が関わることで、職務を
分散することができる。また、学校運営に多方面から
の意見を取り入れることができ、組織の活性化を図
る。
②既存会議を有効に使い、有意義な会議の運営に努
める。引き続き毎朝主任会を行うことで、主要な情報
を学校全体で随時共有し、業務の効率化を図る。

人材育成・
組織運営(働き方)

①校務分掌の長に多くの職員が携わり、中期学校経
営方針の作成に関わることで学校全体を見る力を養
い、学校全体を動かす視点からメンターチームとして
の助言ができるよう努める。
②職員会議をはじめとした定例の諸会議に加え、毎
朝の主任会では丁寧に情報交換を行い、生徒の状況
を学校で把握し、学年の枠にとらわれない協力体制を
作る。

①職務の分散を図り、多くの教職員がそれぞれの行
事等で中心となることで学校運営を担っていると自負
するとともに、新しい人材が経験値を得る場となった。
また、自然と新しい人材に助言できる場面ができた。
②職員会議をはじめとした定例の諸会議に加え、主
任会を毎朝行うことで早い段階で情報を共有でき、学
校全体で事象について体制を取ることができた。

B
人材育成・

組織運営(働き方)

①職務の分散し、校務分掌の長に多くの職員が携わ
り、中期学校経営方針の作成に関り、学校全体を見る
力を養い、学校全体の活性化を図る。
②職員会議をはじめとした定例の諸会議に加え、毎
朝の主任会を有効活用し、生徒に関する情報を学校
全体で共有し、業務の効率化を図る。

①新たな人材を各分掌の長に置くことで、多くの教職
員が学校運営の中心に関わることができた。初任者
等経験の浅い職員への助言やゆとりを持った対応も
心掛けていく。
②職員数減に伴う校務分掌の再編を行い、ICT を有
効活用し朝の全体打ち合わせを減らしたことで業務の
効率化を図った。現状に則し、その効果が測れるよう
な振り返りを行っていく。

B
人材育成・

組織運営(働き方)

①学校行事を通して、生徒一人ひとりがそれぞれの
役割を自覚しながら互いに助け合い、ひとつのことを
成し遂げることの大切さを実感させ、自分の存在意義
を見出せるよう支援する。
②生徒同士が互いに支え合うことの大切さを自覚しな
がら問題解決をし、自身がかけがえのない存在であ
ることを気づかせるように支援していじめをさせない
環境づくりを意識する。

児童生徒指導

①学校行事ができることに感謝し、行事を通して生徒
一人ひとりが互いに助け合い、ひとつのことを成し遂
げることの大切さを実感させ、自分の存在意義を見出
せるよう支援する。
②生徒同士が互恵的相互依存の大切さを自覚しなが
ら、行動に価値付けをし、生徒同士でお互いがかけが
えのない存在であることを気づかせるように支援し、
いじめをさせない環境づくりを意識する。

①様々な制限のある形態での体育祭や西柴祭であっ
たが、それらへの取組を通し、協力し合うことで自身
の存在意義や仲間の大切さを改めて気付かせること
ができた。
②日頃の学級活動や生徒会活動を通して協力した
り、問題解決したりすることで、充実した日々を送るこ
とができ、互いの大切さについて学ばせることができ
た。

A 児童生徒指導

①学校行事を通して、生徒一人ひとりがそれぞれの
役割を自覚し、互いに助け合いながら、ひとつのこと
を成し遂げることの大切さを実感させ、自分の存在意
義を見出せるよう支援する。
②生徒同士が互恵的相互依存の大切さを自覚しなが
ら、問題解決をし、生徒同士でお互いがかけがえのな
い存在であることを気づかせるように支援していじめ
をさせない環境づくりを意識する。

①各行事において自分の役割を考えながら取り組ん
だことで、自身の存在意義を見出すことができた。ま
た、仲間と協力しながら取り組み、目標を達成するこ
とで自尊感情を高めることができた。
②お互いを思いやり、理解し合える関係づくりができ
るように支援した。今後は行事だけでなく、日々の学
校生活においても学級活動や生徒会活動をより活発
にし、お互いの大切さを理解し合える環境づくりを支
えていきたい。

A 児童生徒指導

①学校生活アンケートやY-Pアセスメントを活用し、生
徒の悩みや困り感についての情報共有を徹底し、問
題の早期発見・解決に努める。また、教職員自らが問
題提起や課題意識をもち、その解決・改善を図ること
で生徒の自己有用感・肯定感の醸成につなげる。
②家庭や地域、子どもの健全育成に関わる関係機関
との連絡を密にとり、すみやかな行動連携を通したよ
り強固な関係構築を推し進めていく。

いじめへの対応

①毎月の学校生活アンケートや教育相談活動から、
生徒の悩みや困り感についての情報共有を行い、問
題の早期発見・解決に努める。また、教職員自らが問
題提起や課題意識をもち、その解決・改善を図ること
で生徒の自己有用感・肯定感の向上につなげる。②
家庭や地域、子どもの健全育成に関わる関係機関と
の連絡を密にとり、様々な職員が行動連携しやすくな
るような関係構築を推し進めていく。

①学校生活アンケートや教育相談活動が、問題の情報共
有や早期発見・解決につながるツールに十分なっていると
言えるので継続していきたい。また、ただ単に問題行動を
叱るだけではなく、今後の成長につながるような指導や声
掛けを心掛けている教職員も多くいるので、共有していきた
い。
②専任を中心に、必要な機関連携をし、よりよい指導につ
ながったといえる。しかし、地域との連携に関してはコロナ
禍ということもあり、十分とは言えないので、よりよいつなが
り方を模索していきたい。

B いじめへの対応

①学校生活アンケートを活用し、生徒の悩みや困り感
についての情報共有を徹底し、問題の早期発見・解
決に努める。また、教職員自らが問題提起や課題意
識をもち、その解決・改善を図ることで生徒の自己有
用感・肯定感の醸成につなげる。
②家庭や地域、子どもの健全育成に関わる関係機関
との連絡を密にとり、行動連携を通したより強固な関
係構築を推し進めていく。

①学校生活アンケートや職員打ち合わせ、校内巡回・教育
相談での生徒の見守りが、問題の情報共有や早期発見・
解決につながるツールに十分なっていると言えるので継続
していきたい。今後は過去のアンケート結果も参考にしな
がら、生徒の気持ちの変化や成長を見取り、教育活動に活
かしていきたい。
②専任を中心に、必要な機関連携をし、よりよい指導につ
ながったといえる。地域との連携に関してはコロナ禍もあ
け、徐々に以前のようなつながりができ始めているので、
今後も大切にしていきたい。

B いじめへの対応

地域連携・
学校運営協議会

①地域社会で行われる各種取組に興味関心を持ち、
積極的な関りを持つことができるよう、ボランティア活
動の募集などを周知徹底し、意欲的な参加によって、
自らが地域における担い手になるという意識を育み、
自助・共助・公助の必要性を学ぶ機会をつくる。
②各行事、前後期の学校評価を学校運営協議会から
の意見を取り入れながら研修、重点項目の評価を行
い、振り返り内容も検討、変化に対応したものにして
いく。

地域連携・
学校運営協議会

①生徒一人ひとりの存在がこれからの地域社会を
担っていく大切な存在であることを意識を醸成するた
めに、ボランティア活動などを通して自助・共助・公助
の必要性を学ばせる。
②学校評価の結果について学校運営協議会からの
意見を教職員に発信し、地域が求める学校の姿を共
有し、アクションプラン等に反映する。

①ウィズコロナへとフェーズが変わり始め、今後少し
ずつ地域社会におけるボランティア活動に参加させて
もらい、自らが地域における担い手になるという意識
を育みながら、自助・共助・公助の必要性を学ばせて
いきたい。
②７月に生徒・保護者に行った学校評価の結果につ
いて、学校運営協議会からの意見を踏まえた振り返り
を数年ぶりに行うことができた。この取組を今後も続
け、地域の意見も取り入れていきたい。

B
地域連携・

学校運営協議会

①地域社会で行われる各種取組に興味関心を持ち、
積極的な関りを持つことができるよう、ボランティア活
動の募集などを周知徹底し、自らが地域における担
い手になるという意識を育み、自助・共助・公助の必
要性を学ぶ機会をつくる。
②感染症の状況の変化により、集合に関する制限が
以前より緩和されたことで、学校評価関係の研修や情
報共有が再開された。小学校を含めた学校運営協議
会からの意見等を共有し、コロナ後新しい学校の形を
模索していく。

➀総合的な学習の時間を軸に、地域での活動を通し
て「よさ」を再発見し、校内や地域に発信する取組を
行っている。学校教育活動をきっかけに、ボランティア
に参加をするなど、地域とのつながりを深めた生徒が
増えた。
②感染症対策の緩和により西柴祭や体育祭のように
必要性が再認識され、以前の形に近づいた行事があ
る。学校運営協議会からの意見を参考にさらなる事業
の見直しや変化に対応した振り返りを行っていく必要
がある。

B

①修学旅行に向けた平和学習では、現在の世界情勢
を知り、その国の立場に立って平和について考えるこ
とができた。
②WFPの作文の取組や、２年生の自然教室の学習を
通して、それぞれの地域で行われているSDGsについ
て知り、自分なりの考えをまとめることができた。
③オーストラリアの姉妹校交流を通して、オーストラリ
アの生徒の日本に対する印象を知り、その違いを実
感し、他国を尊重する態度を養えた。

A 国際教育

①各学年の平和学習では、世界の情勢に目を向け、自分
たちにできることは何かを考えながら平和な世界を尊重す
る意識を高める。②ＷＦＰエッセイコンテストや国際平和ス
ピーチコンテスト、JOCAのキャリアプログラムを通して、海
外への関心を高めるとともに、SDGsの学習を充実させ、自
分のできる具体的な取り組みを考え、国際社会に貢献でき
るグローバルな視点をもった生徒の育成に努める。③ICT
を積極的に活用し、オーストラリアとの交流を充実させ、日
本との違いを知り、他国を尊重することのできる態度を育
成する。

国際教育

①修学旅行に向けた平和学習を通して様々な国の歴
史を学び、平和な世界を尊重する意識を高める。②Ｗ
ＦＰエッセイコンテストや国際平和スピーチコンテスト
へ参加したり、JOCAのキャリアプログラムを体験した
りして、海外への関心を高めるとともに、国際社会に
貢献できるようなグローバルな視点をもった生徒の育
成に努める。③オーストラリアとの交流を継続し、日本
との違いを知ることにより、日本人としての自覚をち、
他国を尊重することのできる態度を育成する。

①修学旅行に向けた平和学習では、視野を広く世界
に向け、世界の平和について考えさせることができ
た。
②WFPの作文の取組をはじめ、さまざまな取組を通し
て、海外への興味関心を高めさせることができた。
③オーストラリアの姉妹校交流を通して、オーストラリ
アの生徒の日本に対する印象を知り、その違いを実
感し、他国を尊重する態度を養えた。

A 国際教育

①修学旅行に向けた平和学習では、世界の情勢に目を向
け、平和な世界を尊重する意識を高める。②ＷＦＰエッセイ
コンテストや国際平和スピーチコンテストへ参加したり、
JOCAのキャリアプログラムを体験したりして、海外への関
心を高めるとともに、SDGsの学習を充実させ、国際社会に
貢献できるようなグローバルな視点をもった生徒の育成に
努める。③オーストラリアとの交流を継続し、日本との違い
を知ることにより、日本人としての自覚をち、他国を尊重す
ることのできる態度を育成する。

①授業の中でグループやペアの決め方を工夫したことで、
様々な人と関わりながら活動できている生徒が増えたと感
じる。その中で、より一層、対話的な学びを促し、基礎基本
となる知識・技能のさらなる発展を支援していきたい。
②様々な行事や活動を通して、生徒たちは日頃から楽しく
運動している。また、学校保健委員会などを通して自身の
生活習慣（今年度は食育）について考えることができた。保
健委員会の活動を通して、食育の学習が深まったので継
続していきたい。

A 健康教育

①保健体育の授業を通して、生徒一人ひとりがいつ
でもどこでも誰とでも自ら進んで他者との関わりをも
ち、運動に取り組めるように、協働的な学びの場を積
極的につくり、基礎基本となる知識・技能を身につけ
た上でさらなる発展を目指す。
②様々な行事や活動を通して、望ましい生活習慣や
楽しく運動する習慣を身につけさせる環境を整え、心
身の健康を保持増進しようとする意識を育てる。

健康教育

①保健体育の授業を通して、生徒一人ひとりが進ん
で他者との関わりをもち、運動に取り組んだり、健康
に関する知識を身に付けたりできるように、協同的な
学びの場をつくり、生涯にわたって運動に親しむため
の、基礎基本の習得を目指す。
②様々な行事や活動を通して、望ましい生活習慣や
楽しく運動する習慣を身につけさせる環境を整え、心
身の健康を保持増進しようとする意識を育てる。

①仲間と協力して保健体育の授業に取り組み、健康
に生活するための基礎基本の定着を目指している生
徒は多いように感じる。しかし、関わりをもてる相手が
限定的な生徒も多いので、様々な相手と関わることを
促していきたい。
②様々な行事や活動を通して、生徒たちは日頃から
楽しく運動している。また、学校保健委員会などを通し
て自身の生活習慣について考え、感染症対策として
日頃の手洗いや消毒を積極的に行い、心身の健康を
保持増進しようとしている。

B 健康教育

①保健体育の授業を通して、生徒一人ひとりがいつ
でもどこでも誰とでも自ら進んで他者との関わりをも
ち、運動に取り組めるように、協働的な学びの場を積
極的につくり、基礎基本となる知識・技能習得を目指
す。
②様々な行事や活動を通して、望ましい生活習慣や
楽しく運動する習慣を身につけさせる環境を整え、心
身の健康を保持増進しようとする意識を育てる。

①１２月の人権週間に先立って、１１月に人権作文学級内発表会、およ
び各学級代表者による全校発表会を実施した。生徒一人ひとりが互いの
価値観、考え方、捉え方を発表する取組の中で、より豊かな生活を送る
ために人間としての生き方についての学びを深めることができていると感
じている。一方で、学校評価アンケートの実施が７月のため、その経験の
ない１年生は低評価につながっていると推察できるため、アンケートの設
問内容の検討が必要と考える。
②・③グループ討議や他者と協力して課題解決を図る協働学習を積極的
に取り入れ、多様性を尊重し、認め合おうとする姿勢や態度の醸成につ
ながっていると感じている。①同様に、その取組を評価するアンケートの
設問項目を設定していきたい。

B 人権教育

①人権作文発表会の取組を通して、一人ひとりの考え方や
捉え方に違いがあることを知るとともに、自らの豊かな生き
方につなげることができるよう、多様性を尊重し他者とのつ
ながりを大切にしようとする姿勢を育む。②道徳の授業に
グループディスカッションや協働学習を積極的に取り入れ
ることで、他者の意見や考えに触れ合いながら自らの学び
を深めていこうとする態度を育む。③道徳の授業にＩＣＴを
取り入れながら、対面での自己表現が困難な生徒や教室
での学習に参加できない生徒なども参加できるよう、誰一
人取り残さない授業づくりを心がける。

人権教育

①人権作文の取組を通して、自己を見つめ、物事を
多面的・多角的に考え、人間としての生き方について
考えを深め、道徳的な判断力、心情と態度を育成す
る。
②道徳の授業に積極的に共同学習を取り入れ、他者
の主張を聞いたりする活動を通して、互いに尊重し、
認め合い高め合おうとする態度を育成する。

①人権作文では、自分自身を取りまく環境や広くは世
界に目を向け、ものごとを深く考えさせることができ
た。また、お互いの考えを聞き合い、他者への理解を
深化させることができた。
②道徳の授業では、協働学習を取り入れることで、お
互いに尊重し、認め合う心を育成することができた。 B 人権教育

①人権作文の取組を通して、自分自身や、自分を取り
巻く環境や社会について深く考えることを通し日、人
間としての生き方について考える態度を育成する。②
道徳の教科書をとおして、物事を多面的・多角的に考
え、道徳的な判断力、心情と態度を育成する。
③道徳の授業に積極的に協働学習を取り入れ、他者
の主張を聞いたりする活動を通して、互いに尊重し、
認め合い高め合おうとする態度を育成する。

①総合の時間を含めた複数の教科で積極的にICTの活用
を授業内で取り入た。それにより生徒のモティベーションが
上がり、表現力も高まっている。
②教員相互で授業見学を行った。他教科の授業見学をす
ることで、自分の授業のつくりのヒントを得たり、生徒の理
解を深めるような授業展開につながった。
③図書館の環境・内容を充実することで、授業内でも積極
的に図書館を活用できた。朝読書においては、読解力の向
上には直接つながらなかったが、朝読書を行うことで落ち
着いた環境をつくり、生徒の集中力を高めるような活動に
つながっている。

B 授業改善

①各教科が主体的・協働的な学びを積極的に取り入
れた授業形態を展開したり、ICTを効果的に活用した
授業展開したりすることで、生徒の資質能力の育成を
図る。
②教員相互の授業見学及び研究授業や校内授業研
を行う。また、小中一貫教育推進ブロックで授業研を
行うことで小中のつながりを大切にする。
③図書館の環境・内容の充実をさせて朝読書を継続
し、読解力の向上を図る。

授業改善

①各教科が主体的・協働的（伝える力）など学びを積
極的に取り入れた授業形態を展開する。また、ICTを
効果的に活用した授業展開を図る。
②教員相互の授業見学及び研究授業や校内授業
研、小中一貫教育推進ブロック授業研を行う。
③図書館の環境・内容の充実をさせて朝読書を継続
し、読解力の向上を図る。

①生徒たちの主体的・協働的な学びをひきだすために、各
教科でICTを活用した授業の展開や座席の位置に気を配り
ながらのグループワークなど、授業形態を工夫して取り組
んだ。
②校内授業研や小中一貫教育推進ブロック授業研を実施
し、主体的・協働的な学びを進められるよう、生徒の実態に
合わせた授業構成・内容などの情報交換を行った。
③読解力の向上を目指し、朝読書の徹底を図った。また、
図書館の環境・内容を生徒の実態に合わせ、授業内でも
積極的に図書館を活用することで、読書への関心を高める
ことができた。

B 授業改善

①各教科が主体的・協働的な学びを積極的に取り入
れた授業形態を展開したり、ICTを効果的に活用した
授業展開したりすることで、生徒の資質能力の育成を
図る。
②教員相互の授業見学及び研究授業や校内授業研
を行う。また、小中一貫教育推進ブロックで授業研を
行うことで小中のつながりを大切にする。
③図書館の環境・内容の充実をさせて朝読書を継続
し、読解力の向上を図る。
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